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■お客様や社会のニーズに基づきバージョンアッ

プする

――仕事内容が「自社製品の開発・改良」とのこ

とですが、具体的にはどのような開発・改良なの

でしょうか。

私の場合、ゼロから開発するというよりは、今あ

るものを改良する場合が多いです。

具体的には、「バージョンアップ」と言って、完

全に物を変えるというよりも、現状の性能を上げ

る方向の開発ですね。最近で言うと、これまでの

フィルスターでは、結構、力が強いポンプを使わ

ないといけなかったんですが、力の弱いポンプで

も使えるように改良しました。

――その改良（バージョンアップ）のニーズや目

的というのは、どういうことなのでしょうか。

力の強いポンプだと、たくさんの電気を使うこと

になりますよね。でも、弱いポンプだと少ない電

力で済みます。ですから、環境問題が叫ばれる中

で、消費電力を下げるというのが目標ですね。そ

れは、社会のニーズであると同時に、お客さんの

ニーズでもあります。

■学生時代の趣味を通じて、自分で分析して、考

えて、行動に移すプロセスを学んだ

――なるほど、分かりました。では、続いて、入

社前の学生時代のことを教えてください。学生時

代には、写真と車に夢中になった、とありますが、

それが今の仕事に役立っている点はありますか。

そうですね。写真の撮影にしても、サーキットで

車を走らせることにしても、自分の行動したこと

に対して、出た結果を分析して、自分なりに考え

て、次の行動に移す、という工程があるのですが、

そのプロセスを行うということは身についたん

じゃないかなと思います。

たとえば、写真だったら、自分が撮った写真とプロ

が撮った写真を見比べて、何が違うのだろうと分析

します。それは写真の撮り方が違うのか、撮った後

の編集ソフトの使い方が違うのかというような視点

から、確実にレベルアップできるように分析して、

新しい方法を見つけて、それを試して…、というこ

とをするんですね。そういう、分析して改良して試

して、また分析して、ということを繰り返しながら

ステップアップしていくというのは、今の開発業務

でもすごく役に立っているなと思います。

あと、車については、いま、テスト機の組み立てな

どで、工具を使って機械の加工をする機会があるの

ですが、昔から車の整備などを自分でやっていたの

で、工具の使い方などは役立っていますね。

――学校では工学部のような技術系だったんですか。

私はちょっと変わっていまして、高校は理系の高校

で、大学は経済学部で文系でした。理系というのは

理論に基づいた考え方をベースにします。一方、文

系はできるだけ多角的な視野から考えるんじゃない

かなと思うんですね。

だから、――これは自分で言うのはちょっと恥ずか

しいんですが、――自分はその両方を持ち合わせて

いるのかな、って思いますね（笑）。いまは、自分

の興味のあることを仕事にできているので、楽しい

ですね。

バージョンアップを行う
エレメントレスフィルターFILSTAR

2024 年8月社員インタビュー

industria 

industriaのDNAから
生まれたFILSTAR秘話



2/3

■未知の領域を開発している面白さ

――では次に、入社後の仕事についておうかが

いします。一番夢中になったこととして、

「フィルスターの開発」を挙げられていますが、

どういうところに夢中になったのでしょうか。

そうですね。やはり、試作品を作って実験して、

それでダメだったら改良して、また実験して、

ということを繰り返しながらちょっとずつレベ

ルアップしていくというところが夢中になりま

すね。自分の考えを行動に移して結果が得られ

るというところが、すごく楽しいです。

――それは、ものづくり全般に言えることです

よね。フィルスターだからこその面白さという

のは、どういう点にあるのでしょうか。

フィルスターって、基本的には、液体と固体を

分離する技術なんですけど、液体と固体（固形

物）の分離を主にやっている会社というのは、

世界中でもあまりないんですね。また、その理

論も確立していないんです。だから、未知の領

域を開発しているという面白さはありますね。

同じ流体の分離技術でも、空気（気体）と固形

物（固体）を分ける技術というのは、サイクロ

ン掃除機を始めとして、世界中でも開発が進ん

でいるんです。でも、基本的な考え方は一緒な

んですが、流体が空気ではなくて液体になると

話は変わってきて、その分野での開発は世界的

に見ても進んでいないんですよ。その分、難し

さはありますけどね。

■インダストリアでは、何でもできる「マルチ

エンジニア」が求められている

――なるほど、そうなんですね。入社してすぐ

にフィルスターの開発部署に配属されたという

ことですが、その時はどのような気持ちでした

か。

――それから３年たって、この言葉の意味は、

濱本さん自身にとって、変わりましたか。同じ

ですか。

そうですね。開発部門の仕事には、試作品の図

面を書く場面が多いんですが、その時には、い

ろいろ多方面の知識が必要になります。誰かに

図面を書いてもらう時にも、「こういう風にし

たい」という提案ができないといけません。そ

のためには、メカ的な強度などの側面はもちろ

んのこと、「お客様はきっとこうするだろう

な」という営業目線での知識など、いろいろな

知識が必要です。

だから、「テクノロジーはNG禁止」という言

葉は、単純に人数が少ないから何でもやらない

といけない、ということではなくて、何でもい

ろいろな経験を積んで、いろいろな知識を身に

つけて、そして良い製品を生み出してほしい、

という意味だったんだな、といまは思いますね。

■チャレンジすることから学んだ、信頼関係

の大切さ

――「チャレンジすることが楽しい」と書か

れていますが、最近、チャレンジして楽し

かった出来事はありますか。

去年のことなんですが、あるお客様から委託

テストの依頼をいただいたんです。まず、最

初の段階は、お客様の機械を弊社に持ち込ん

でテストをしたんですね。そして、その結果

をお客様に出したら、その結果に満足をいた

だいて、今度は、第２弾として、お客様の会

社の設備を使ってやろう、ということになっ

たんです。そこから２か月間、週４日、ほぼ

毎日お客様のところに通ってテストしたんで

す。

お客様の会社ですから、当然、お客様対応を

直接しながら、テストや装置の改良をするわ

けで、その時は、自分としても新しい経験で

あり、学ぶことが多かったですね。

就活時の面接では開発部署を希望していましたが、

開発の仕事は理系学部出身者がするものだろうと

思っていたので、自分は他の仕事を担当するんだ

ろうな、って思っていました。だから、フィルス

ターの開発部署に配属された時は、正直、意外で

嬉しかったですね。こんな大きな仕事がやれるん

だ、という楽しみな気持ちが大きかったです。い

ま３年目ですが、その気持ちはいまでも変わりま

せん。

――一方で、この３年間で大変だったこととして、

「試作品の設計からお客様対応まで、ほぼ全てを

行ったこと」をありますが、これは具体的にはど

ういうことだったのでしょうか。

そうですね。やはり、とくにお客様対応は、何か

問題があると直接会社の信頼につながってしまう

ので、慎重になりますね。私自身、自分から営業

的な話をしたりするのが得意な方ではないので、

結構難しいな、というか、まだ、どうすればいい

のか正解が見つかっていない状況です。

とは言え、会社の方針としても、インダストリア

の社員は何でもできる「マルチエンジニア」が求

められているので、何でもできないといけないん

です。３年たって、最初の頃よりは近づいてきて

いるとは思いますけど。

■「テクノロジーはNG禁止」の意味

――これまでの仕事の中で忘れられない言葉とし

て、新入社員研修の時に言われた「テクノロジー

はNG禁止」という言葉を挙げていますが、これ

は、どういう意味の言葉で、どういう意味で忘れ

られないのでしょうか。

この言葉は、入社時に福田さんから言われた言葉

なのですが、「難しいことでも、最初から『でき

ない』と言うのではなく、とりあえずやってみ

る」「できない、やらない、は禁止」ということ

です。

最初に聞いた時は、難しそうだな、と思いました

が、同時に、楽しそうだな、とも思い、やってや

るぞ、という気持ちになったことを憶えています。

――そこでは、どういうことを学びましたか。

当たり前のことかもしれませんが、信頼関係を築くことの

重要性を実感しました。この時は、まず最初に弊社でテス

トをして満足いただき、少し、信頼していただいたわけで

す。そして、次に、今度はお客様のところに行って、さら

に、その信頼を膨らませたという感じです。

お客様の工場で「ここはどうしたらいいかな」と質問して

くれたり、自分が改良した装置について「ありがとう」と

感謝の言葉をいただいたりする中で、徐々に「信頼」が生

まれてきたことを実感できました。信頼って、最初からあ

るわけではなくて、少しずつ大きくしていくものなんだっ

て。

――好きな言葉として「不撓不屈」を挙げられていて、

「どんな困難にも立ち向かっていくこと」を信念にして

いるということですが、これまでの仕事の中で、立ち向

かった困難には、どういったことがありますか。

やはり、フィルスターの開発で試作品を作って、何度実

験しても良い結果が出ない時などは、「困難さ」を感じ

ますね。お客様に対する結果レポートの納期に間に合わ

せる必要もありますから、１日中、実験を繰り返す時な

ど、大変です。

――そういう困難に立ち向かい、それを乗り越えようと

するエネルギーの源みたいなものは、何なんでしょう。

もともと、学生時代の車のレースでもそうだったんです

が、「負けたままでは終われない」という気持ちが強い

んじゃないかなと思います。自分がやったことに対して

は、最後までやりたい、やりきる、そういう性格なんで

しょうね。
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■人に貢献し、社会を変える「ものづくり」とは

――「ものづくりとは？」という質問に対して、

「人に貢献できる」「社会を変えられる」と書か

れていますが、濱本さんにとって、「人に貢献す

る」「社会を変える」というのは、具体的にはど

ういうことなのでしょうか。

「人に貢献する」ということについては、やはり、

社長のビジョンでもある「アフリカに住む人たち

に綺麗な水を提供する」というのが、大きな貢献

だと思います。

また、「社会を変える」ということについては、

消費電力が少ないフィルスターを開発するという

のは、１つの会社だけでは小さな変化かもしれな

いけれど、それを多くの会社がやってくれれば、

社会の大きな変化につながると思うんです。社会

全体をカーボンニュートラルにして、社会全体の

無駄を無くすことができたらいいなと思います。

■インダストリアの魅力は、「独自性」と「温

かさ」

――濱本さんにとっての会社のイメージは、

「ハンマーヘッドシャーク」なんですね（笑）。

これはどういうイメージなのでしょうか。

■製品の性能の良さだけではく、自分のレスポンス

の良さでも納得いただく

――フィルスターの魅力・アピールポイントの欄に、

「お客様に納得して購入いただいている」と書かれ

ていますが、この「納得」というのは、お客様は何

に「納得」しているんだと思われますか。

自分は営業担当ではないので、直接お客様に製品を

売ったという経験はないのですが、購入いただくま

での経緯の中で、お客様のサンプルを自分が分析し

て、結果レポートを書いて、それに満足いただいて、

購入いただいた、という経験はあります。

■実験がうまくいくと、家の水の音も美しく聞こえ

る

――逆に、実験が上手くいかず、良い結果が出ない

時は、家で水の音を聞くもの嫌になったそうですね。

何回実験をやってもうまくいかない時は、もう、一

日中実験をやり過ぎて、頭が一杯々々になってしま

うこともあります。そういう時は、家に帰っても仕

事のこと考えてしまい、それこそ、水の音を聞くと、

うまくいかない実験がフラッシュバックしてしまい

ますね。

逆に、実験がうまくいっている時は、水の流れとか

音とかが「なんて美しいんだろう」って思うんです

よ（笑）。

■小さな装置を使って、大きな開発をしたい

――では、そろそろ最後の質問になるんですが、濱

本さん自身の夢として「社会に貢献すること」「社

会を変えること」とありますが、いまは、具体的に

どのようなことを実現したいと思っていますか。

やっぱり、装置の消費電力を減らすことで地球環境

に貢献するとか、一見すると、難しくて無理なん

じゃないかと思われることを、インダストリアの製

品で変えていくようなことをしたいですね。

インダストリアは小さい会社だし、フィルスターは

小さい製品だけれども、それが誰もやらない大きな

ことをやったら、カッコいいじゃないですか。小さ

いっていうことは、環境への負荷が少ないというこ

とでもありますし。

――その夢は、いま何パーセントくらい実現できて

いると思いますか。

まだ20パーセントくらいでしょうか。もっともっ

と良いものを作ってお客様に実際に使ってもらい、

もっと社会に知ってもらわないと、社会は変わらな

いと思うんですよね。だから、小さな装置を使って

大きな開発ができれば、もっともっと環境への負荷

を減らし、地球環境にとって良いことができると

思っています。

――一方で、インダストリアという会社の魅力と

して「人の温かさ」「アットホーム」を挙げられ、

会社のDNAとして「人が困っていたら助け合う」

と言われています。これは、どういうことですか。

これは、働いていて、素直に感じることなんです。

たとえば、ほんとに単純なことなんですが、自分

が「長いホースをどうやって巻けばいいんだろ

う」って困っていると、頼んでもいないのに、ベ

テランの方が「こうやるんだよ」と教えてくれた

り、初めての試作品の設計で困っていると、「こ

うしたらいいんじゃないかな」と助けてくださっ

たり。

そういうのは、毎日のようにあります。部署を問

わず、常に相談に乗りやすい環境・雰囲気、人の

温かみがすごくありますね。

ハンマーヘッドシャーク

――そういう雰囲気は、なぜあるんだと思いますか。

うーん、単純に従業員同士の仲が良いからかもしれ

ませんね。

あと感じるのは、社長や役員、部長の方々が、皆、

「最近、どう？」みたいに、日常からフランクに話

しかけてくれる、というのもあるのかな。壁を作ら

ずにフランクに接してくださるので、そういう雰囲

気が現場にも浸透しているからなんだと思います。

その中では、もちろん分析結果の良さもあるのです

が、結果レポートのレスポンスの良さとか分かりや

すさというのも、お客様の満足とか納得にはつな

がったと思います。

ですから、性能面とレスポンスの良さの両面で納得

いただき、購入いただけた時は、自分がやって良

かったな、と思いますね。

うちの会社は「独自性」とか「オンリーワン」

というところが、会社の方針だと思います。福

田さんもよく、「うちの会社は、他の会社と

競ってナンバーワンを目指すのではなく、他の

どこにもないオンリーワンの存在を目指すん

だ」と言っています。世の中のどこにでもある

ような会社になるんじゃなくて、独自路線を行

く、というのが「ハンマーヘッドシャーク」に

似ているんじゃないか、と思ったんです。

実際、働いていても、あまり他の会社に倣った

りするのではなく、インダストリアはインダス

トリアだぞ、という雰囲気を感じますね。社長

も、「その金髪、いいね」と言ってくれますし

（笑）。

――なるほど。「壁を作らない」というのは、さ

きほどの「テクノロジーはNG禁止」の時に言った、

「限界を作らない」とも、どこか結びついている

んですかね。

なるほど、そうかもしれませんね。「『できな

い』という雰囲気を無くす」というのと、「壁を

無くす」というのは、もしかしたら、どこかでつ

ながっているのかもしれませんね。

「壁を無くす」ことで、世の中に無いもの、ある

いは、限界があると思われていたものを超えて、

新しい製品を開発する、というのは、インダスト

リアのDNAかもしれないです。

考えてみれば、自分も３年目になったので、部下

たちにも「会社が楽しい」と思ってもらえるよう

に、壁を作らないでフランクに接することは、日

頃から自然と心がけています。
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